
事例紹介佐川急便株式会社 ー貨物系ー

帳票の一元管理で印刷専用端末を廃止
400 拠点 1600 台のプリンター管理性も向上　

繁忙期に1日200 万枚の伝票が出力される佐川急便の貨物系システムにSVF/RDEを採用
アプリと帳票基盤の分離で従来 2カ月程度かかっていた帳票開発期間を大幅に短縮

佐川急便が貨物系システムを刷新 
年間 100 億円の IT コスト削減を目指す

1957年、ひとつの荷物を京都から大阪まで運
んだことから会社を創業した佐川急便株式会社。
2007年 3月に創業 50周年を迎えた同社は、創
業以来の「飛脚の精神（こころ）」で顧客の荷物を
運ぶ飛脚宅配便をはじめ、飛脚メール便、クレジッ
トカードも利用可能な代金引換サービスである e-
コレクトを提供するなど、常に顧客のニーズに応え
る「進化」と「変革」を続ける企業姿勢を貫いてきた。

しかし現在の運輸・物流業界は、さらに速いス
ピードで、生産流通から消費流通へと流通形態が
変貌をとげており、単なる輸送サービスを求められ
る時代から、効率化・合理化された輸送サービス
を求める時代へと変化している。こうした市場環境
の変化や課題に対処する取り組みのひとつとして
佐川急便では、情報システム刷新プロジェクトを
2005 年にスタート。2013 年までに年間 100 億
円の ITコスト削減を目指した取り組みを推進して
いる。

この情報システム刷新プロジェクトの一環とし
て佐川急便では、メインフレームで稼働していた営
業店や顧客の情報を管理する貨物系（情報系）シ
ステムのオープンシステム化を実施。佐川急便のシ
ステム開発・運用を担当する SGシステム株式会
社では、新しい貨物系システムの帳票システム基盤
として Super Visual Formade（SVF）や Report 
Director Enterprise（RDE）を採用している。

貨物系システムをオープン化 
SVF/RDE で大量印刷を実現

佐川急便の貨物系システムは、荷物を追跡する
追跡システムと、顧客からデータ交換で出荷情報
をもらい、編集して貨物請求にわたす出荷システム
の大きく2つのシステムで構成されている。

追跡システムは顧客サービスとして提供される
荷物の問い合わせサービスを実現する仕組み。荷
物の追跡情報や配達員が持つハンディーターミナ
ル「PDT（Portable Data Terminal）」の情報、受
託消し込み情報という3つの情報がほぼリアルタ
イムに更新されることで実現されている。

また、追跡システムは、荷物に事故が発生した
場合に解決までの経過を登録する事故システムや
荷物がなくなった場合に不明品を検索するシステ
ムなど、いくつかのサブシステムも構築されている。

一方、出荷システムは、EDIシステムや出荷支援
システムのデータを顧客ごとに収集し、決められた
編集を行い、貨物システムと請求システムなどに荷
物の出荷情報を提供するための仕組みとなってい
る。

SGシステムのシステム部 烏丸センター 係長、
置兼二氏は、「荷物の動きを総合的に管理するの
が貨物系システムとなる。この貨物系システムでは、
荷物を管理するための伝票の印刷に SVFが活用
されている」と話す。

通常、荷物を送る場合には、送り先と送り主が
記載された伝票を荷物に貼って送付する。荷主が
荷物を登録するとシールが印刷され、そのシールを
貼ることで荷物を送付。送り先に受領印をもらう
書類は担当する佐川急便の営業店に出力される仕
組みになっている。また、お客様から荷物の状態
調査を依頼されると営業店間で調査要求や調査
完了報告のための書類が印刷される。この仕組み
が SVF/RDE で構築されている。

置氏は、「荷主から入力されたデータは、CSV
データに変換されて業務的なスプールとして帳票
サーバー（RDE）に蓄積され、各営業所のプリンタ
ーに印刷される仕組みとなっている。貨物系システ
ムは、日中は荷物管理用に１時間３万枚以上の印
刷要求を受け付け、夜間には 100万枚以上の受
領印用の伝票印刷を行っている」と話している。

また、SGシステムのシステム開発をサポートし
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Super Visual Formade

（SVF）
膨大な帳票開発の効率化と多様な出
力要件に応えるための、帳票開発支援
ツール

Report Director Enterprise
（RDE）
拠点に分散する印刷システムの集中化
とホストプリンターに替わる大量帳票処
理を可能にする統合スプールサーバーソ
フトウェア

■システム構成

ているフューチャーアーキテクト株式会社 産業統
括本部 マネジャー、大矢敏氏は、次のように語る。
「本来の意味での RDE のスプールではなく、印

刷のためだけの業務的なスプールとして CSVデー
タがテーブルで管理されている。これは、1日に何
万枚ものシールや帳票が出力されるため、RDE
の管理画面に何万個もの情報が表示されてしまう
ため。こうしておけば、何かトラブルが発生した場
合でも再印刷が可能なメリットもある」

現在、佐川急便では、通常日で 1日に100万枚
〜 120万枚、繁忙期になると 200万枚の伝票が
出力されている。置氏は、「5 年後を見据えて通常
200万枚を想定したサイジングを行っている」と話
している。

SVF/RDE 採用で開発効率を向上 
将来のペーパーレス化にも期待

佐川急便では 2006 年 10月に貨物系システム
をオープンシステム化しているが、それ以前は営業
店にプリント専用の端末を準備して、その端末にホ
ストからデータを送信し、ローカルのプリンターに
帳票を出力する仕組みだった。

この仕組みでは、アプリケーションに変更が発
生するたびに各拠点向けに更新用のデータを準備
しなければならない。同社はグループ企業も併せ
て拠点数が 400 拠点以上、プリンター台数で
1600台程度を管理しているため、この作業は大き
な負荷になっていた。

また、ビジネスロジックの中で帳票を生成してい
たので開発生産性も良くなかった。SGシステムの
システム部 IT企画課 課長、山口治郎氏は、「以前
は、帳票の開発に1カ月 2カ月程度かかっていた
が、オープン化によりアプリケーションと帳票シス
テムを分離したことで、開発期間が大幅に短縮され
ている。SVFを導入したことで、開発生産性と保
守性が非常に高くなった」と言う。

さらに佐川急便では、将来的にはペーパーレス
化を推進していきたいという考えがある。そのため
現在の貨物系システムも、帳票の見直しを行い、ペ
ーパーレス化できるところはなるべく紙を出さない
仕組みになっている。現状では、帳票を自動配信
する仕組みになっているが、設定だけで帳票を配
信しなくなる仕組みも実現している。

置氏は、「現場では紙の帳票がないと仕事がや
りにくい状況だが、営業店で出力している帳票以
外の統計情報や事務処理的なものはすでに電子
化されている。以前は 500 種類の帳票を出力して
いたが、現在では統廃合により75 種類に統合し、
そのうち 20 種類程度しか紙で出力していない」と
話している。

山口氏は、「紙で出力すると誰かの机の上で眠っ
てしまう可能性が高い。画面上で見ることができ
れば、誰でも必要なときに参照できる。また、帳票
は紙で出力すると加工ができないが、データで提
供すれば利用者は自由に加工することができるメ
リットもある。紙への出力も電子化も効率的に実
現できる SVFには、2010 年に予定されている勘
定系システムのオープン化でも利用を検討してい
る」と話している。
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